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慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
橘
守
部
関
係
書
目
録(

続)
は

じ

め

に

本
誌
第
三
十
九
輯

(

平
成
十
七
年
二
月)

に

｢

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
橘
守
部
関
係
書
目
録｣

を
掲
げ
た
が
、
そ
の

後
同
種
資
料
若
干
点
を
収
蔵
す
る
こ
と
を
得
た
。
そ
こ
で
、
補
遺
を
作
成
す
る
。

本
稿
で
扱
う
資
料
は
い
ず
れ
も
古
書
肆
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
点
を
除
き
橘
家
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
前
稿
発
表
後
、
町
泉
寿
郎
・
新
井
通
郎
・
鈴
木
亮
、
三
氏
に
よ
り

｢

橘
守
部
・
純
一
関
係
寄
贈
資
料
の
整
理
と
研
究
―
第
一

報
・
和
装
本
類｣

(｢

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢｣
第
七
十
六
輯
、
平
成
十
八
年
三
月)

が
発
表
さ
れ
た(

以
下
こ
れ
を｢

二
松
学
舎
解
題｣

と
称
す
る)

。
こ
れ
は
橘
家
資
料
の
内
、
昭
和
十
四
年
の
売
り
立
て
後
、
橘
純
一
氏
の
手
元
に
残
さ
れ
、
近
年
二
松
学
舎
大
学
に
寄
贈
さ

れ
た
資
料
の
解
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
橘
純
一
氏
個
人
の
蔵
書
も
あ
る
が
、
守
部
以
下
橘
家
歴
代
の
草
稿
や
書
簡
、
来
簡
を
ふ
く

ん
で
お
り
、
守
部
研
究
上
、
さ
ら
に
は
、
明
治
期
の
旧
派
和
歌
の
動
向
を
探
る
上
か
ら
も
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
文
庫
購
入
資
料
と
二
松
学
舎
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
資
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
明
ら
か
で
な
い
が
、
本
来
出
所
を
同
じ
く
す
る
と

思
わ
れ
、
資
料
的
に
相
補
完
す
る
面
が
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
二
松
学
舎
大
学
所
蔵
分
に
つ
い
て
は
、

｢

第
一
報｣

と
あ
る
よ
う
に
鋭
意
整
理
中
と
の
こ
と
で
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
本
文
庫
所
蔵
分
の
概
略
を
示
し
て
今
後
の
調
査
に
備
え
た
い
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と
考
え
る
。
本
稿
の
執
筆
を
急
い
だ
所
以
で
あ
る
。

な
お
、
前
稿
と
同
じ
く
平
澤
五
郎
氏

｢

橘
守
部
撰
述
諸
稿
本
と
そ
の
成
立
に
就
い
て
一�
〜
三�｣

(｢

斯
道
文
庫
論
集｣

第
十
七
、
十
九
、

二
十
輯
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
、
五
十
八
年
三
月
、
五
十
九
年
三
月
、
以
下

｢

平
澤
解
題｣

と
す
る)

を
適
宜
参
照
す
る
。
ま
た
、
引
用

の
際
、
前
稿
に
倣
っ
て
頁
数
の
表
示
を
行
う
。

(

川
上
新
一
郎
記)

[

追
記]

校
正
中
、
町
、
新
井
、
鈴
木
三
氏
に
よ
る

｢

橘
守
部
・
純
一
関
係
寄
贈
資
料
の
整
理
と
研
究
―
第
二
報
・
橘
守
部
判

『

音
声
歌

合』｣
(｢

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢｣

第
七
十
七
輯
、
平
成
十
八
年
十
月)

に
接
し
た
が
、
本
稿
に
直
接
関
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

さ
て
、
本
文
庫
新
収
資
料
は
ほ
と
ん
ど
草
稿
断
片
や
詠
草
類
で
あ
る
が
、
以
下
の
ご
と
く
、
Ａ
橘
守
部
関
係
、
Ｂ
橘
冬
照
関
係
、
Ｃ
橘

東
世
子
関
係
、
Ｄ
橘
道
守
関
係
、
Ｅ
そ
の
他
と
分
類
し
た
。『[

清
渚
集
草
稿]

断
簡』

『[

橘
守
部
教
訓
書
幅]』

『

江
之
島

鎌

倉
記
行

一
名
忍

艸』

の
三
点
が
別
途
購
入
、
他
は
一
括
購
入
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
庫
で
は
橘
守
部
及
び
橘
家
の
資
料
の
内
、
貴
重
書
は

｢

０
９
Ａ｣

と
し
、
以
下
小
番
号
を
付
し
て
い
る
。
今
回
の
資
料
は

全
て
貴
重
書
と
は
到
底
言
い
得
な
い
が
、
整
理
の
都
合
上
一
括
し
て
、｢

０
９
Ａ｣

と
し
て
整
理
し
た
。
書
名
の
頭
に
付
し
た
99
か
ら
129

の
算
用
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
函
架
番
号
が

｢

０
９
Ａ
―
９
９｣
か
ら

｢

０
９
Ａ
―
１
２
９｣

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

Ａ
橘
守
部
関
係

99
撰
格
叙

試
草

吉
田
秋
主
・
山
藤
清
風

守
部
筆

一
冊

(
注
１)

100[

清
渚
集
草
稿]

断
簡

守
部
筆
・
一
部
他
筆

七
一
枚

(

注
２)
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101
千
代
古
道

存
次
輯
巻
一
―
三

橘
道
守
訂
輯

道
守
筆

三
冊

(

注
３)

102
俗
語
考

存
天
―
能

橘
守
部
輯

道
守
訂

道
守
筆

二
冊

(

注
４)

103[

橘
守
部
教
訓
書
幅]

自
筆

一
幅

(

注
５)

104
陰
中
詠
草

橘
守
部

東
世
子
筆

一
冊

(

注
６)

105
八
十
一
番
歌
合

弘
化
三
年
六
月
十
二
日

判
守
部

写
本

(

東
世
子
筆
カ)

一
冊

(

注
７)

106
行
草
類
字

外
題

守
部
筆

一
冊

(

注
８)

107[

行
草
五
十
音
類
字]
守
部
筆

一
冊

(

注
９)

Ｂ
橘
冬
照
関
係

108
家
隆�
百
題
詠
草

外
題

自
筆
・[
守
部]

書
入

一
冊

(

注
10)

109
椎
本
叢
書

存
一
、
三

外
題

自
筆

二
冊

(

注
11)

110
冬
照
雑
書

外
題

自
筆

二
冊

(

注
12)

111
河
海
抄
目
案

自
筆

一
冊

(

注
13)

112
南
山
独
録
抄

外
題

冬
照
筆

一
冊

(

注
14)

113
詩
集

外
題

冬
照
筆

一
冊

(

注
15)

Ｃ
橘
東
世
子
関
係
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114[

橘
東
世
子
詠
草]

自
筆
・
一
部
冬
照
筆
カ

一
冊

外
題

｢

□
代
の
古
道
草
稿
一｣

(

注
16)

115
な
ら
の
お
ち
葉
一

外
題

自
筆

一
冊

(

注
17)

116
詠
草

外
題

自
筆

二
冊

(

注
18)

117
藻
塩
草

外
題

自
筆

一
冊

(

注
19)

118
磯
の
藻
く
つ

外
題

自
筆

一
冊

(

注
20)

119[

詠
草]

自
筆
カ

一
冊

外
題

｢

萬
葉
檜
柧
釈
語
例｣

(

注
21)

120
江
嶋
記

自
筆

一
冊

(
注
22)

121
凉
の
記

外
題

自
筆

一
冊

(

注
23)

Ｄ
橘
道
守
関
係

122
道
守
家
集

自
筆

一
冊

(

注
24)

123
椎
の
小
枝

写
本

一
冊

(

注
25)

124
江
之
島

鎌

倉
記
行

一
名
忍
艸

外
題

自
筆

一
冊

(
注
26)

Ｅ
そ
の
他

125
橘
濤
子
詠
草

外
題

自
筆

一
冊

(

注
27)

126
濤
子
詠
草
第
三

外
題

自
筆

一
冊

(

注
28)
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127
橘
守
枝
詠
艸

第
二
集

外
題

自
筆

一
冊

(

注
29)

128
詠
草

外
題

自
筆

(

詠
者
未
詳)

一
帖

(

注
30)

129[

詠
草]

自
筆

(

詠
者
未
詳)

一
冊

(

注
31)
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[

注](

１)

仮
綴
、
表
紙
な
し
、(

二
四
・
五
×
一
七
・
○
糎)

。
内

題
、｢

撰
格
叙

試
草｣

。
料
紙
、
薄
葉

(

裏
打)

。
墨
付
、
六
丁
。

守
部
の

『

長
歌
撰
格』

の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
弟
子
吉
田
秋
主
と

山
藤
清
風
の
序
文
を
収
め
る
。
清
風
の
文
の
末
尾
に
、｢

天
保
三

年
九
月
三
日

山
藤
清
風
誌｣

と
あ
る
。
二
文
と
も
守
部
の
筆
跡

で
あ
る
。
ま
た
、
清
風
の
文
に
つ
い
て
は
、
道
守
と
思
わ
れ
る
筆

跡
で
、
訂
正
が
あ
る
。
吉
田
秋
主
は
守
部
の
弟
子
で
あ
り
、
後
援

者
と
し
て
も
著
名
な
桐
生
の
吉
田
清
助
、
山
藤
清
風
も
同
じ
く
守

部
の
弟
子
で｢

下
蔭
集
初
編
作
者
姓
名｣

に｢

清
風

同(

足
利)

郡
小
俣
村
郷
士
号
外
山
庵

山
藤
政
八｣

と
見
え
る
人
物
で
あ
る
。

秋
主
の
序
巻
頭

｢

大
海
の
原
に
風
ふ
け
は
、
な
ぎ
て
後
に
も
な

こ
り
の
波
し
つ
ま
ら
す
、
古
言
学
ひ
は
継
人
も
あ
ら
す
な
り
に
た

れ
と
、
な
こ
り
の
音
猶
か
し
か
ま
し
、
そ
の
音
、
磯
う
つ
浪
の
音

は
か
り
も
た
て
す
、
松
吹
風
の
声
は
か
り
も
聞
え
す
、
た
ゝ
岸

の
む
ら

へ
の
あ
し
の

蘆
、
お
の
か
む
き�
う
ち
そ
よ
く
は
か
り
な
り
、｣

(

読

点
、
濁
点
ま
ま)

。

清
風
の
序
巻
頭

｢

や
む
事
な
き
御
あ
た
り
に
は
、
こ
と
な
る
み

さ
た
め
も
お
は
す
ら
め
と
、
そ
は
う
か
ゝ
ひ
し
る
へ
き
に
あ
ら
さ

れ
は
、
此
書
の
あ
つ
か
る
所
に
は
あ
ら
す
、
只
わ
か
輩
、
ち
か
し

(

マ

マ

)

も
と
ち
の
う
へ
に
て
い
は
ん
に
、
歌＼
に
ま
れ
、
ふ
み
に
ま
れ
、
今

世
の
人
の
、
よ
し
と
ゆ
る
す
も
、
た
の
み
か
た
く
、
あ
し
と
う
け

ぬ
も
、
た
の
み
か
た
し
、
よ
し
と
い
ふ
も
、
よ
く
見
し
り
て
に
は

あ
ら
す
、
あ
し
と
い
ふ
も
、
よ
く
き
ゝ
わ
き
て
に
は
あ
ら
す
、｣

(

同
右)
。

本
書
は
従
来
未
紹
介
で
あ
る
が
、
既
に
本
書
の
よ
う
な
も
の
が
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あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
て
い
た
。

守
部
の

『

文
章
撰
格』

『

長
歌
撰
格』

『

短
歌
撰
格』

は
併
せ
て

三
撰
格
と
さ
れ
、
守
部
の
自
負
す
る
主
著
で
あ
っ
た
。
守
部
は
生

前
、
天
保
二
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
出
版
を
企
て
、
版
下
も
し
く

は
校
正
刷
に
ま
で
至
っ
た
と
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

か
出
版
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
守
部
は
改
稿
を
く
り
返

し
、
出
版
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
没
後
、
明
治
に
な
り
、
孫
道
守
の

手
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

天
保
時
の
出
版
計
画
に
つ
い
て
は
、
吉
田
秋
主
宛
守
部
書
簡
を

検
討
さ
れ
た
徳
田
進
氏
に
よ
っ
て
事
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

特
に
本
書
と
関
わ
る
の
は
、
天
保
二
年
八
月
二
十
四
日
付
及
び
同

年
十
一
月
二
十
六
日
付
書
簡
で
あ
る
。(

徳
田
氏

『

橘
守
部
と
日

本
文
学
―
新
資
料
と
そ
の
美
論
―』

第
七
章
、
一
九
○
頁
、
昭

和
五
十
年
刊
、
初
出
昭
和
三
十
二
年
三
月
、
平
澤
解
題
一
七
―

一
七
六
に
も
引
用
が
あ
る
。)

八
月
二
十
四
日
付
書
簡
に
は

｢

先
今
後
長
歌
撰
格
清
書
一
部
呈

上
仕
候
。
序
文
も
貴
君
と
清
風
君
と
二
篇
下
稿
仕
候
ニ
付
今
一
夜

熟
読
仕
後
便
差
上
可
申
候
。｣

、
十
一
月
二
十
六
日
書
簡
に
は

｢

序

文
は
長
歌
之
方
ニ
附
候
而
以
下
は
何
も
な
し
に
致
候
積
ニ
御
座
候
。

即
貴
君
、
清
風
主
両
人
の
序
文
先
達
而
一
寸
稿
仕
置
候
但
し
文
章

撰
格
之
巻
尾
ニ
豊
主

(

小
佐
野
豊
、
稿
者
注)

跋
文
付
之
方
可
然

歟
御
勘
考
之
上
い
つ
成
共
も
仰
被
下
候
。｣

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
金
銭
面
そ
の
他
で
援
助
を
受
け
た
秋
主
、
清

風
に
謝
意
を
表
す
る
た
め
、
そ
の
名
を
借
り
て
序
文
を
付
す
こ
と

に
な
り
、
守
部
が
代
作
し
た
事
が
わ
か
る
。
本
書
は
そ
の
守
部
の

代
作
稿
で
あ
る
。
日
付
は
書
簡
の
約
一
年
後
で
あ
る
が
、
改
稿
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
明
治
に
な
っ
て
、
三
撰
格
は
孫
道
守
に
よ
っ
て
刊
行
さ

れ
た
が
、
時
勢
も
変
わ
り
、
二
人
の
序
文
は
採
用
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
た
。
刊
行
さ
れ
た
三
撰
格
は
い
ず
れ
も
序
跋
を
有
す
る
が
、

当
時
現
存
の
著
名
人
も
し
く
は
道
守
自
身
が
執
筆
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、『

短
歌
撰
格』

(

明
治
十
八
年
刊)

の
道
守
跋
は
次
の
よ

う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

歌
に
ま
れ
文
に
ま
れ
今
世
の
人
の
よ
し
と
ゆ
る
す
も
た
の
み
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か
た
し
悪
し
と
う
け
ぬ
も
た
の
み
か
た
し
よ
し
と
い
ふ
も
よ

く
見
し
り
て
に
は
あ
ら
す
あ
し
と
言
ふ
も
よ
く
聞
わ
き
て
に

は
あ
ら
す

こ
れ
を
本
書
の
清
風
序
文
と
比
較
す
る
と
、
冒
頭
を
省
略
し
、

合
点
の
箇
所
よ
り
始
ま
り
、
以
下
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
比
較
し
て
い
く
と
、
道
守
の
序
文
は
、
守
部
代
作
清
風
序

文
の
流
用
で
あ
る
事
が
判
明
す
る
。
ま
た
本
書
の
書
入
訂
正
は
道

守
が
自
ら
改
作
し
た
痕
跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
。｢

吾
か
橘
の
守

部
の
大
人｣

を

｢

吾
か
祖
父
守
部
か｣
、｢
吾
大
人
は｣

を

｢

祖
父

は｣

に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

つ
ま
り
、『

短
歌
撰
格』

道
守
跋
文
は
、
守
部
が
代
作
し
た
清

風
序
文
を
道
守
が
改
作
し
、
自
ら
の
署
名
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

２)

和
歌
を
一
首
も
し
く
は
数
首
書
い
た
紙
高
二
○
糎
内
外

の
短
冊
状
の
楮
紙
紙
片
多
数
。
朱
で
分
類
の
た
め
の
題
を
記
入
す

る
場
合
が
あ
る
。
筆
跡
は
多
く
は
守
部
で
あ
る
が
、
他
筆
も
混
じ

る
。
こ
の
紙
片
は
天
保
年
間
守
部
が
企
て
た
大
部
の
類
題
集

『

清

渚
集』

草
稿
の
内
、
ま
だ
排
列
し
て
貼
込
ま
な
い
分
で
あ
る
。
桐

生
吉
田
家
に
は
、
貼
込
ん
だ
分
三
十
二
冊

(

春
部
、
但
し
半
ば
ま

で
で
あ
ろ
う)

と
貼
込
ま
な
い
分
約
六
千
枚
が
あ
る
と
さ
れ
る

(

徳
田
進
氏
前
掲
書
第
十
章
参
照)

。
本
文
庫
所
蔵
分
は
暮
春
と
恋

が
多
い
。
徳
田
氏
は
守
部
の
他
、
編
纂
に
協
力
し
た
冬
照
、
吉
田

秋
主
、
さ
ら
に
は
星
野
貞
暉
の
筆
写
に
な
る
と
さ
れ
る
。

(

３)

黄
色
地
八
つ
藤
丸
卍
繋
空
押
艶
出
表
紙

(

二
三
・
六
×

一
七
・
一
糎)

。
外
題
、
金
砂
子
散
題
簽

｢

千
代
の
ふ
る
道

次
集

一｣
(

第
一
冊)

、｢

千
代
古
道

次
集

二｣
(

第
二
冊)

、｢

千

代
の
古
径

次
集

三｣
(

第
三
冊)

。
内
題

｢

千
代
古
道
次
編
第

一
巻｣

｢

千
世
の
古
道
次
編
巻
第
二｣

｢

千
代
古
径
次
編
巻
三｣

。

内
題
下
に
そ
れ
ぞ
れ

｢

橘
道
守
訂
輯｣

｢

襲
業

橘
道
守
編
輯｣

｢

嗣
業

橘
道
守
編
輯｣

と
署
名
す
る
。
尾
題
、｢

千
代
古
径
後
編

第
一
終｣

｢

千
古

(

マ
マ)

廼
布
流
道
次
編
二
畢｣

｢

千
世
古
道
次
集
三
終｣

。

料
紙
、
薄
葉
。
墨
付
、
第
一
冊
五
十
八
丁

(

丁
付
に
誤
り
あ
り)

、

第
二
冊
六
十
六
丁
、
第
三
冊
六
十
二
丁

(

丁
付
に
誤
り
あ
り)

。

巻
一
巻
頭
に

｢

本
編
は
守
部
か
考
置
た
る
を
五
十
音
も
て
分
置

し
か
猶
こ
ゝ
か
し
こ
よ
り
教
子
等
に
答
た
る
折
の
考
あ
る
は
思
ひ
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よ
れ
る
事
人
伝
事
な
と
か
り
そ
め
に
反
古
の
や
う
に
書
置
る
を
探

得
て
と
み
に
と
り
ほ
と
き
見
れ
は
父
冬
照
の
考
も
最
多
あ
り
け
り

是
迄
し
ら
さ
り
し
を
な
け
き
且
見
出
た
る
を
よ
ろ
こ
ひ
次�
し
る

し
置
に
な
ん
一
段
の
上
に
祖
と
あ
る
は
守
部
か
考
父
は
冬
照
か
考

人
伝
事
は
祖
父
し
る
し
置
も
父
の
も
そ
の
次
手�
に
書
つ
め
置
に

な
ん

明
治
六
年
十
二
月

道
守
し
る
す｣

、
巻
二
巻
頭
に

｢

此
一
本
は
祖
父
守
部
の
考
の
み
な
り
見
ん
人
そ
の
こ
ゝ
ろ
し
た

ま
へ｣

、
巻
三
巻
頭
に

｢

此
一
巻
も
祖
父
橘
守
部
か
し
る
し
置
し

を
書
つ
ら
ね
た
る
な
り｣

と
あ
る
。
ま
ま
図
を
ま
じ
え
る
。

本
書
は
道
守
の
は
し
が
き
に
あ
る
よ
う
に
、
道
守
が
祖
父
守
部
、

父
冬
照
の
草
稿
、
反
故
類
を
ま
と
め
て
書
写
し
、
一
書
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
題
名
な
ど
か
ら
、
一
見
本
文
庫
蔵

『

千
世
乃
古
道
初

編』

三
巻
三
冊

(

０
９
Ａ
―
４
４)

の
続
編
の
ご
と
く
で
あ
る

が
、
実
は
そ
の
大
半
を
含
み
、
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の
項
目
を
多

く
有
す
る
も
の
で
、
一
種
の
増
補
本
で
あ
る
。

本
書
三
巻
の
内
、
巻
二
は
初
編
巻
二
、
巻
三
と
項
目
順
を
ふ
く

め
て
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
巻
三
の
前
半
は
若
干
の
例
外
を
除
き
、

初
編
巻
一
と
同
一
で
あ
る
。
巻
一
と
巻
三
後
半
は

『

千
世
乃
古
道

初
編』

に
は
見
え
ぬ
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
の
集
成
で
あ
り
、
冬
照
の

草
稿
に
よ
る
著
作
も
ふ
く
ま
れ
、
他
に
見
出
せ
な
い
も
の
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。
巻
一
に
は
、
守
部
の

｢

女
子
訓
誡
哥
并
短
歌｣

(

か
な
り
長
い
長
歌
と
短
歌
十
首
で
従
来
知
ら
れ
な
い
も
の)

、
巻

三
後
半
に
は
、
後
述
す
る

｢

陰
中
詠
艸｣

や

｢

古
代
の
髪
の
考｣

(

天
理
図
書
館
に
自
筆
本
あ
り)

な
ど
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
文
庫
に
は
前
掲
本
の
他
に

『

千
代
古
径』

九
冊

(

０

９
Ａ
―
４
３)

を
蔵
す
る
が
、
該
書
は
書
名
を
同
じ
く
す
る
も
、

『

雅
言
考』

に
類
す
る
も
の
で
本
書
と
は
関
わ
ら
な
い
。

(

４)

素
紙
表
紙

(

二
四
・
一
×
一
七
・
○
糎)

。
外
題
、｢

俗

語
考

天
の
部

道
守
訂｣

(｢

天
の
部｣

の
左
横
に

｢

止
の
部｣

と
ペ
ン
で
書
き
添
う)

、｢

俗
語
考

奈
行｣

(

ペ
ン
字)

。
内
題
、

各
冊
と
も

｢

俗
語
考｣

。
内
題
下
に
そ
れ
ぞ
れ

｢

橘
守
部
輯
／
孫

道
守
訂｣

｢

橘
守
部
／
橘
道
守
校
訂｣

と
あ
る
。
料
紙
、
薄
葉

(

全
丁
裏
打)

。
墨
付
、
各
六
十
九
丁
、
八
十
丁

(

丁
付
に
誤
り
あ

り)

。
第
一
冊
登
の
部
末
に

｢

明
治
十
一
年
二
月
十
八
日
畢
業
／
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橘
道
守
手
記｣

と
あ
る
。

本
書
は
天
理
図
書
館
蔵

『

俗
語
考
浄
書
本』

十
三
冊
の
次
に
接
す

る
二
冊
で
あ
る
。
た
だ
し
、
装
丁
は
天
理
本
と
同
じ
く
し
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ

｢
天
・
登｣

｢

奈
・
尓
・
奴
・
祢
・
能｣

を
収
め
る
。

『

俗
語
考
浄
書
本』
は
、
同
じ
く
天
理
図
書
館
蔵

『

俗
語
考
草
稿
本』

二
十
二
冊
を
も
と
に
、
阿
か
ら
許
ま
で
を
守
部
が
、
佐
・
志
を
冬

照
が
、
さ
ら
に
守
部
、
冬
照
没
後
、
須
以
下
を
道
守
が
浄
書
し
た

も
の
で
あ
る
。
道
守
の
浄
書
作
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
都
の
部

ま
で
が
知
ら
れ
て
お
り
、
以
下
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
っ

た
。
本
書
の
出
現
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
能
の
部
ま
で
浄
書
さ
れ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
全
集
首
巻
の
俗
語
考
解
題
に
は

｢

今
回
俗

語
考
を
本
集
に
収
む
る
に
方
り
、
阿
よ
り
都
ま
で
は
右
の
浄
書
本

に
拠
り
、
浄
書
以
前
の
稿
本
と
も
対
照
校
合
し
、
弖
の
部
以
下
は

浄
書
本
が
無
い
の
で
、
稿
本
に
の
み
拠
つ
た
の
で
あ
る
。｣

(

四
○

頁)

と
あ
る
の
で
、
す
で
に
当
時
本
書
が
見
当
ら
な
く
な
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
第
一
冊
登
の
部
末
の
道
守
識
語
は
道

守
の
浄
書
作
業
の
年
代
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

(

５)

絹
本
軸
装

(

一
一
○
・
五
×
三
一
・
二
糎)

、
十
二
行
。

世
俗
の
教
訓
。
何
人
に
与
え
た
も
の
か
不
明
。
守
部
の
世
俗
教
訓

書
と
し
て
は
、『

待
問
雑
記』

(

全
集
第
十
巻
所
収)

が
あ
る
。
そ

れ
に
は
や
や
似
た
記
述
が
あ
り
、｢

…
交
易
ア
キ
ナ
ヒ

は
、
不ウ
ラ

売ヌ

以サ

前キ

よ
り

も
、
売
て
後
の
心
づ
か
ひ
を
あ
つ
く
す
る
に
あ
り
。
…｣

(

全
集

二
一
四
頁)

、｢

○
客
人
マ
ラ
ウ
ド

を
も
て
な
す
に
は
、
来
し
時
よ
り
帰
る
時

を
篤
く
す
べ
し
。
…｣

(

全
集
二
三
三
頁)

な
ど
と
あ
る
。

[

翻
刻]

後
世
の
人
の
情
は
も
は
ら
金
に
あ
り
て
金
の
た
め
に
手
を
た
る
ゝ

事
お
ほ
か
り
、
金
借
む
と
す
る
人
の
手
を
／
た
れ
て
乞
ふ
め
る
は

金
の
こ
な
た
に
あ
る
ゆ
ゑ
な
り
、
既
に
借
て
後
返
し
て
よ
と
又
こ

な
た
よ
り
手
／
を
た
る
ゝ
は
金
の
あ
な
た
に
あ
る
故
な
り
、
質
物

を
出
し
て
金
を
か
る
ゝ
に
た
に
金
の
こ
な
た
に
あ
る
程
は
手
を
／

乞
ふ
め
る
を
既
に
か
し
あ
た
へ
て
後
は
又
う
け
て
よ
と
て
こ
な
た

よ
り
手
を
た
る
ゝ
か
如
く
に
そ
あ
る
、
あ
き
人
の
／
物
う
ら
む
と

て
手
を
た
れ
さ
ま�
に
詞
を
尽
す
も
金
を
得
ん
と
て
な
り
、
そ

を
買
ふ
人
既
に
金
と
か
へ
て
後
は
価
高
／
く
は
あ
ら
さ
り
し
か
今



― 316 ―

少
し
引
す
へ
か
り
し
を
ふ
と
つ
け
過
た
り
、
よ
所
を
も
見
合
せ
な

ん
も
の
を
、
な
と
す
こ
し
後
悔
出
て
心
の
／
内
の
た
ゆ
た
は
る
ゝ

を
り
の
お
ほ
か
る
も
金
の
あ
な
た
に
わ
た
り
し
故
也
、
さ
れ
は
あ

き
な
ひ
す
る
人
は
此
人
情
を
よ
く
わ
い
た
め
て
売
ら
ん
／
と
す
る

以
前
よ
り
も
う
り
て
後
の
心
つ
か
ひ
を
あ
つ
く
す
へ
し
、
買
し
人

の
後
悔
せ
ぬ
心
つ
か
ひ
肝
要
な
る
そ
か
し
、
さ
と
の
遊
女
の
男
の

心
を
と
ら
／
む
と
す
る
に
逢
ひ
し
時
の
も
て
な
し
よ
り
も
別
る
ゝ

時
の
な
さ
け
に
深
く
心
を
尽
す
と
い
へ
り
、
家
に
入
来
る
ま
ら
う

と
な
と
も
来
し
時
／
よ
り
は
帰
る
時
の
も
て
な
し
を
ゐ
や
ゝ
か
に

す
へ
し
、
よ
く
此
人
情
を
得
会
せ
ん
人
は
必
す
身
を
た
て
富
を
得

ん
事
疑
ひ
な
し
、
／
こ
れ
卑
き
さ
と
に
し
て
お
の
つ
か
ら
真
の
礼

に
も
か
な
ふ
方
あ
れ
は
猶
あ
き
人
に
も
か
き
ら
ぬ
心
つ
か
ひ
な
る

へ
し
／
処
に
つ
き
て
さ
と
ひ
言
し
て
あ
や
し
き
事
を
か
き
し
る
し

ぬ

橘
守
部

(

読
点
を
私
に
付
す)

(

６)

本
文
共
紙
表
紙

(

二
八
・
一
×
二
○
・
○
糎)

、
仮
綴
。

外
題

｢

陰
中
詠
草

東
世
子
写｣

(

東
世
子
筆)

。
内
題

｢

陰
中
詠

草

四
十
九
日
ま
て
の
艸｣

。
料
紙
、
斐
楮
交
漉
紙

(

裏
打)

。
墨
付
、

四
丁
。
筆
跡
は
守
部
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
東
世
子
が
守
部
自

筆
稿
を
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。

巻
頭

｢

浜
子
か
身
ま
か
り
け
る
夜
か
な
し
み
の
あ
ま
り
に
お
も

ひ
つ
ゝ
け
け
る
／
お
も
ほ
え
ぬ
身
の
ぬ
れ
き
ぬ
は
な
き
あ
と
の
涙

ほ
し
あ
へ
ぬ
ほ
た
し
と
そ
な
る
／
忍
ひ
て
も
し
の
ひ
て
見
て
も
よ

る
の�
子
ゆ
ゑ
に
こ
そ
は
ね
に
な
か
れ
け
れ｣

巻
末

｢

な
ゝ
七
日
の
夜
／
す
く
よ
か
に
あ
る
お
も
か
け
を
水
に

う
つ
し
親
お
も
ふ
子
の
た
む
け
に
は
せ
む
／
な
み
た
を
は
こ
ほ
さ

は
魂
は
う
れ
へ
ん
と
お
も
へ
と
袖
の
ぬ
れ
ぬ
日
も
な
し
／
い
さ
や

世
に
お
も
ひ
の
こ
さ
て
お
た
ひ
し
く
高
ま
の
原
に
神
つ
ま
り
ま
せ｣

弘
化
二
年

(

一
八
四
五)

十
二
月
七
日
二
十
九
歳
で
没
し
た
一

女
浜
子
を
悼
ん
だ
詠
歌
群
で
あ
る
。『

橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展

観
入
札
目
録』

(

昭
和
十
四
年)

八
三�
に

｢

陰
中
詠
草

守
部
自

筆

一
冊

翁
の
女
浜
子
の
死
去
せ
る
中
陰
間
の
哀
悼
歌
三
十
八

首
を
書
き
お
け
る
も
の
。｣

と
あ
る
が
、
現
在
自
筆
本
は
所
在
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、
守
部
の
家
集

『

穿
履
集』

に
未
収
載
で
、
従

来
そ
の
内
容
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た(

既
述『

千
代
古
道
次
集』
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巻
三
に
も
収
め
る)

。
浜
子
の
死
に
つ
い
て
は
奇
怪
な
噂
が
あ
り
、

橘
純
一
氏

｢

橘
守
部
翁
小
伝｣

(

全
集
首
巻
、
大
正
十
年
刊)

、
鈴

木
暎
一
氏

『
橘
守
部』

(

人
物
叢
書
、
昭
和
四
十
七
年
刊)

に
記

述
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

(

７)

卍
繋
文
様
空
押
朱
色
表
紙(

二
七
・
○
×
一
八
・
七
糎)

。

外
題
、
網
目
文
様
題
簽

｢
八
十
一
番
歌
合
。
内
題
、｢

八
十
一
番

歌
合｣

。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
百
二
十
四
丁
。
巻
末
は
、
守
部

の
識
語

｢

被
講
の
人
の
よ
み
安
き
為
と
て
な
り

(

花
押
似
書)｣

ま
で
で
以
下
は
な
い
。

本
書
は
本
文
庫
蔵
判
詞
自
筆
・
歌
坂
倉
千
英
筆
本(

０
９
Ａ
―

８
１
、
以
下
自
筆
本
と
す
る)

と
は
や
や
巻
頭
の
書
き
方
を
異

に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
自
筆
本
は
、
巻
頭

｢

八
十
一
番
歌
合
／

作
者
／
左
方｣

と
し
て
左
右
の
作
者
を
列
記
し
、
つ
い
で

｢
読
師

／
講
師
／
判
者｣

、
つ
い
で

｢

弘
化
三
年
六
月
十
二
日｣

と
開
催

年
月
日
を
記
し
て
、
本
文
に
は
い
る
が
、
本
書
は
ま
ず

｢

八
十
一

番
歌
合
／
題
／
瞿
麦
露

朝
氷
室
／
寄
鳥
恋｣

と
歌
題
を
記
し
、

｢

左
作
者｣

以
下
左
右
の
作
者
を
記
し
、
つ
い
で

｢

読
師
／
講
師

／
判
者｣

と
す
る
が
、
開
催
年
月
日
は
な
い
。
こ
の
分
類
に
よ
る

と
、
本
文
庫
蔵
本

(

０
９
Ａ
―
８
１)

(

０
９
Ａ
―
８
２)

(

９

１
１
―
ト
４
８)

の
三
本
が
一
類
と
な
り
、
本
書
と
国
会
図
書

館
蔵
本

(

２
０
２
―
２
８
８)

が
他
の
一
類
と
な
る
。

本
書
は
自
筆
本
と
内
容
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
字
配
り

も
若
干
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
守
部
の
筆
跡
に
酷
似
す
る
。
ま

た
、
和
歌
本
文
部
分
に
い
た
っ
て
は
、
坂
倉
千
英
筆
の
自
筆
本
よ

り
も
守
部
の
筆
跡
に
近
い
。
一
方
、
三
十
八
番
判
詞
中
で
、
自
筆

本
の
読
み
に
く
い
仮
名
を
大
事
を
と
っ
て
空
白
と
し
、
朱
補
す
る

箇
所
が
あ
る
。
あ
る
い
は
東
世
子
に
よ
る
副
本
か
。

一
方
、
本
書
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
国
会
図
書
館
本
は
、
和
歌

一
行
書
と
し
、
判
詞
の
散
し
書
き
を
改
め
る
な
ど
、
書
式
に
お
い

て
自
筆
本

(

及
び
本
書)

か
ら
距
離
が
あ
る
が
、
や
は
り
守
部
の

筆
跡
に
酷
似
す
る

(｢

平
澤
解
題｣

一
七
―
四
五
○
は

｢

守
部
自

筆
の
、
或
は
冬
照
筆
の
副
本
な
ど
が
存
し
、
そ
れ
か
ら
の
臨
模
本

か
と
も
推
測
さ
れ
る
。｣

と
す
る)

。
こ
の
本
は
内
容
が
本
書
と
一

致
し
、
守
部
の
花
押
似
書
で
終
わ
る
が
、
三
十
二
番
と
六
十
八
番
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の
判
詞
を
欠
き
、
空
白
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
欠
落
は
い
ず
れ
も

見
開
き
に
当
る
判
詞
部
分
を
め
く
り
と
ば
し
て
書
写
し
た
故
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
仮
に
本
書
と
国
会
図
書
館
本
が
関
係
を
有
す
る

と
し
て
も
、
直
接
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い

(

国
会
図
書
館
本
は

欠
落
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
の
で
、
め
く
り
と
ば
し
が
あ
っ

た
な
ら
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る)

。
(

８)

淡
茶
色
刷
毛
引
表
紙

(
二
七
・
一
×
一
九
・
四
糎)

。
外

題
、
打
付
書

｢

行
草
類
字

全｣
。
内
題
な
し
。
料
紙
、
薄
葉
。

墨
付
、
百
五
十
三
丁
。
印
記
、
表
紙
と
巻
頭
に

｢

椎
本
文
庫｣

。

本
書
は
、
部
首
別
漢
字
く
ず
し
字
辞
典
で
、『
五
体
字
類』

を

思
い
描
け
ば
よ
い
。
ま
ま
、
朱
書
で
別
体
の
く
ず
し
字
を
書
き
入

れ
て
い
る
。
外
題
は
守
部
筆
と
見
ら
れ
、
本
文
も
確
証
は
な
い
が
、

守
部
筆
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
守
部
が
何
を
参
照
し
た
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
清
石
梁
編

『

草
字
彙』

(

文
政
十
三
年
の
和
刻

本
あ
り)

と
類
似
す
る
所
が
あ
る
。

(

９)

卍
繋
文
様
空
押
朱
色
表
紙(

二
三
・
三
×
一
六
・
八
糎)

。

外
題
、
題
簽
を
貼
付
す
る
も
空
白
。
内
題
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
。

墨
付
、
七
十
六
丁
。
印
記
、
題
簽
及
び
本
文
巻
頭
に｢

椎
本
文
庫｣

。

巻
頭
に
凡
例
が
あ
る
。

凡
例

一

此
の
書
は
王
義
之
の
聖
教
序
よ
り
歌
に
用
あ
る
字
を
い

さ
ゝ
か
抜
出
て
輯
む
た
ゝ
其
体
に
依
の
み
な
れ
は
字
形
は

大
か
た
に
習
ひ
写
し
た
り
泥
む
へ
か
ら
す

一

聖
教
序
の
み
な
ら
す
興
福
寺
碑
周
府
君
碑
淳
化
帖
二
王

帖
等
よ
り
も
雅
ひ
た
る
字
は
抜
そ
へ
た
れ
と
凡
て
の
体
聖

教
を
本
と
せ
れ
は
か
く
は
い
ふ
也

一

同
字
を
あ
ま
た
並
へ
出
せ
る
は
其
体
の
広
き
を
知
せ
ん

と
て
也
但
し
献
之
の
書
も
稀
に
は
補
ひ
た
り

一

此
書
の
撰
み
さ
ま
仮
に
五
十
音
に
分
ち
て
條
毎
に
は
し

め
に
音
仮
字
を
挙
ケ
次
に
濁
音
次
に
万
葉
風
の
訓
仮
字
を

つ？

い
つ
末
に
諸
の
字
を
出
す
皆
訓
を
以
て
あ
け
た
り

一

同
し
字
の
こ
れ
か
れ
出
た
る
は
仮
字
に
も
詞
に
も
用
あ

る
を
以
て
な
り
凡
て
字
数
す
く
な
く
事
欠
た
る
は
強
ち
此
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字
を
取
る
に
あ
ら
す
大
か
た
の
体
を
以
て
自
ら
諸
の
字
に

活
し
用
ひ
よ
と
な
り
一
日
二
日
に
習
ひ
と
り
て
女
子
と
も

に
押
せ
た
れ
は
撰
ひ
ち
か
ひ
も
多
か
る
へ
し

凡
例
に
見
る
ご
と
く
、
五
十
音
順
の
書
法
帖

(

漢
字
く
ず
し
字

字
典)

で
あ
る
。
凡
例
は
、
書
き
方
、
筆
跡
と
も
明
ら
か
に
守
部

の
も
の
と
認
め
ら
れ
、
本
文
は
、
守
部
が
書
い
た
紙
片
を
子
女
に

貼
り
込
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。

(

10)

仮
綴
。
本
文
共
紙
表
紙

(
二
四
・
二
×
一
七
・
○
糎)

。

外
題

｢

家
隆�
百
題
詠
草｣

、
右
下
に

｢
冬
照｣

と
署
名
。
内
題

｢

従
二
位
家
隆�
百
題｣

、｢

橘
冬
照
上｣

と
署
名
。
料
紙
、
薄
手

楮
紙

(

裏
打)

。
墨
付
、
九
丁
。
末
尾
に

｢

天
保
二
辛
卯
年｣

と
あ

り
、
冬
照
十
六
歳
。
朱
の
合
点
、
添
削
、
評
言
が
あ
り
、
守
部
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
印
記
、
表
紙
に
唐
獅
子
印
。

題
は
家
隆
の

｢

家
百
首｣

(

新
編
国
歌
大
観
番
号
1342
―
1440)

に

よ
り
、
暁
立
春
か
ら
寄
水
ま
で
九
十
八
首
で
あ
る

(

書
入
れ
さ
れ

た
岸
卯
花
を
含
み
、
題
の
み
書
入
れ
の
初
冬
を
含
ま
ず)

。
但
し
、

題
の
異
同
か
ら
直
接

『

壬
二
集』

(

六
家
集
版
本)

に
よ
っ
た
の

で
は
な
く
、
明
題
部
類
に
よ
っ
て
題
を
検
索
し
た
と
思
わ
れ
、
お

そ
ら
く
は
尾
崎
雅
嘉
編

『

増
補
和
歌
明
題
部
類』

(

寛
政
六
年
刊)

を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う

(『

明
題
部
類
抄』

(

慶
安
三
年
刊)

と
は

相
違
が
あ
る)

。
徳
田
進
氏
前
掲
書
に
吉
田
家
蔵

『

増
補
和
歌
明

題
部
類』

に
は

『

清
渚
集』

編
纂
に
当
っ
て
利
用
さ
れ
た
痕
跡
が

あ
る
旨
の
指
摘
が
あ
る

(

第
十
章
、
二
五
六
頁)

。

巻
頭

｢

暁
立
春

久
か
た
の
あ
ま
の
岩
と
の
あ
け
か
た
に
神
代

の
ま
ゝ
の
春
や
た
つ
ら
む

(

下
三
句

｢

あ
け
か
た
も
か
く
と
見
せ

て
や
春
の
た
つ
ら
む｣

と
朱
添
削
し
、｢

よ
ろ
し｣

と
評
言)｣

巻
末

｢

寄
水

く
み
て
見
る
人
を
ま
た
は
や
忘
水
世
に
わ
す
ら

れ
て
過
し
身
な
れ
は

(

初
句

｢

く
み
て
見
ん｣

、
五
句

｢

年
は
へ

ぬ
と
も｣

と
朱
添
削
し
、｢

お
も
し
ろ
し｣

と
評
言)｣

(

11)

第
一
冊
、
浅
縹
色
表
紙

(

二
四
・
○
×
一
六
・
七
糎)

、

第
三
冊
、
浅
縹
色
表
紙

(

二
二
・
二
×
一
五
・
七
糎)

。
外
題
、

題
簽

｢

椎
本
叢
書

一

(

三)｣

。
題
簽
の
右
に
貼
紙
し
、
内
容
細

目
を
記
す
。
た
だ
し
、
本
文
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
第
一

冊

｢

左
経
記

春
記
／
吉
続
記

小
右
記
／
上
古
の
髪
の
考
／
撰
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集
歌
員
撰
者
年
号
弁
／
虫
垂
辨｣

、
第
三
冊

｢

五
機
内
志
南
朝
／

本
草
啓
蒙
／
皇
国
学
の
次
第
／
勲
位
の
事
／
菫�
菜
考
／
菊
池
伝

記
／
白
石
手
簡
／
古
文
書｣

。
料
紙
、
第
一
冊
、
薄
手
楮
紙

(

裏

打)

、
第
三
冊
、
楮
紙
。
但
し
、
第
三
冊
は
、
種
々
の
用
箋
に
書

か
れ
た
も
の
を
合
綴
し
て
い
る
。

墨
付
、
第
一
冊
、
二
十
三
丁
、
第
三
冊
、
七
十
四
丁
。
署
名
は

な
い
が
、
後
述
の
例
外
を
除
け
ば
、
冬
照
の
筆
跡
と
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

第
一
冊
は
、
公�
の
日
記
よ
り
の
抄
出
(
特
に
主
題
も
認
め
ら

れ
な
い)

、
お
よ
び
勅
撰
集
の
歌
員
、
撰
者
、
奉
勅
あ
る
い
は
奏

覧
年
次
を
簡
略
に
記
し
た
も
の
か
ら
な
る
。
表
紙
細
目
の
内
、
上

古
の
髪
の
考
、
虫
垂
辨
は
な
い
。

第
三
冊
は
、
細
目
の
ご
と
く
八
種
の
草
稿
の
合
綴
で
そ
れ
ぞ
れ

料
紙
を
異
に
す
る
。
順
に
略
述
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

『

五
畿
内
志』

よ
り
南
北
朝
時
代
に
関
わ
る
地
名
の
項
を
抜
粋
。

毎
半
葉
九
行
。
十
四
丁
。

『

本
草
綱
目
啓
蒙』

よ
り
抜
粋
。
末
に

｢

弘
化
三
午
年
壬
五
月
廿

六
日
以
勝
鹿
文
庫
本
読�
惣
数
合
十
二
冊
尤
合
冊
也｣

と
あ
る
。

四
周
単
辺

(

一
八
・
二
×
一
二
・
八
糎)

有
界
八
行
、
白
口
単
黒

魚
尾
の
印
刷
罫
紙
使
用
。
十
丁
。

｢

皇
国
学
は
い
か
に
な
さ
は
よ
ろ
し
か
ら
む
平
戸
家
士
許
斐？

記

氏
主
の
も
と
よ
り
と
ひ
け
る
に
答｣

と
題
し
て
、
橘
冬
照
の
署
名

あ
り
。
朱
訂
あ
り
。
左
右
双
辺

(

一
八
・
二
×
一
二
・
五
糎)

有

界
十
行
、
白
口
単
黒
魚
尾
の
印
刷
罫
紙
使
用
。
五
丁
。
本
項
目
は

既
述

『

千
代
古
道
次
集』

巻
一
に
収
め
る

｢

皇
国
学
は
い
か
に
な

さ
は
よ
か
ら
ん
と
問
る
人
あ
る
に
か
り
に
答
ふ｣

(

冬
照
ノ
考
と

す
る)

と
論
旨
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
但
し
、
文
辞
に
か
な
り
異
同

が
あ
る
。

｢

勲
位
の
事｣

、
巻
頭
に

｢

弘
化
三
午
年
八
月
廿
三
日
稿｣

と
あ

る
。｢

本
草
啓
蒙｣

と
同
料
紙
。
四
丁
。
本
項
目
は

『

千
代
古
道

次
集』

巻
三
所
収

｢

官
製
沿
革｣

に
一
部
類
似
す
る
。

｢
菫�
菜
考｣

は
村
上
忠
順
自
筆
稿
。
四
周
単
辺

(

一
九
・
四

×
一
三
・
九
糎)

有
界
十
行
、
版
心
下
部
に

｢

村
上
氏
蔵
板｣

と

す
る
縹
界
印
刷
罫
紙
使
用
。
二
十
七
丁
。
い
く
つ
か
の
考
証
を
合
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わ
せ
た
も
の
。

本
書
が
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
。
但
し
、
刈
谷

市
立
図
書
館
村
上
文
庫
に
は
守
部
草
稿
に
よ
っ
て
村
上
忠
順
が
書

写
し
た
本
が
多
数
存
在
し
、
一
部
は
守
部
生
前
に
遡
り
、
一
部
は

明
治
期
に
下
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
蔵
村
上
忠
順
編『

蓬
蘆
雑
鈔』

第
二
十
九
に
は
冬
照

｢
散
木
集
考｣

を
収
め
る

(

忠
順
筆
、
残
簡

の
み)

。
こ
れ
ら
に
よ
り
両
家
の
交
渉
が
伺
わ
れ
る
。

『

菊
池
佐
々
伝
記』

よ
り
抜
粋
。
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
九
行
。

四
丁
。

『

白
石
手
簡』

よ
り
抜
粋
。
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
九
行
。
五
丁
。

『

新
井
白
石
全
集』

(

明
治
三
十
九
年
刊)

第
五
所
収
の

｢

御
た
づ

ね
申
候
事｣

(

五
六
四
頁)

に
引
用
さ
れ
た
高
野
山
文
書
と
白
石

の
後
書
き
に
該
当
す
る
。

｢

古
文
書｣

、
巻
頭
に

｢

朽
木
家
蔵
本
十
冊
あ
り
其
内
抄
出
す
文

書
未
詳
も
其
ま
ゝ
し
る
す｣

と
あ
る
。
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
九
行
。

五
丁
。

な
お
、｢

二
松
学
舎
解
題｣

４
に
、｢

椎
本
叢
書｣

写
本
一
冊
が

あ
る
。｢

橘
冬
照
か｣

と
さ
れ
、
弘
化
三
年
の
跋
が
あ
る
と
い
う
。

本
書
と
の
関
係
は
未
詳
。

(

12)

二
冊
あ
る
が
、
冊
次
は
な
い
。
一
冊
は
、
淡
茶
色
刷
毛

引
表
紙

(

二
二
・
八
×
一
五
・
九
糎)

。
外
題
、
金
砂
子
散
布
目

題
簽

｢

冬
照
雑
書｣

。
そ
の
右
に
打
付
書

｢

歌
論
。
六
百
番
歌
合
。

寄
居
歌
談
。
歌
合
部
類
／
井
蛙
抄
。
位
署
連
署
連
判
。
射
礼
ノ
コ

ト
。
壱
岐
嶋
ノ
コ
ト
／
上
野
山
田
郡
ノ
コ
ト
。
十
二
ヶ
月
草
花
。

扶
桑
畧
記
引
書
／
甘
露
寺
親
長�
記
抄
録
。
明
倫
歌
集
水
戸
公
作

／
愚
記

十
二
ヶ
月
消
息
文
臨
本｣

。
内
題
な
し
。
料
紙
、
薄
手

楮
紙

(

裏
打)

。
但
し
四
種
あ
り
、
以
下
の
ご
と
し
。
一
は
左
右

双
辺

(

一
八
・
四
×
一
三
・
五
糎)

有
界
十
行
、
黒
口
単
黒
魚
尾

の
縹
界
印
刷
罫
紙
、
二
は
、
左
右
双
辺

(

一
七
・
六
×
一
二
・
○

糎)

有
界
十
行
、
白
口
単
黒
魚
尾
の
縹
界
印
刷
罫
紙
、
三
は
四
周

双
辺

(

一
七
・
四
×
一
二
・
三
糎)

有
界
十
行
、
白
口
の
縹
界
印

刷
罫
紙
、
四
は
四
周
単
辺

(

一
八
・
一
×
一
三
・
四
糎)

有
界
十

行
、
黒
口
単
黒
魚
尾
の
葡
萄
茶
界
印
刷
罫
紙
で
あ
る
。
墨
付
、
六

十
八
丁
。
表
紙
の
細
目
に
あ
る
よ
う
に
諸
書
よ
り
の
抜
書
で
あ
る
。
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も
う
一
冊
は
、
淡
茶
色
刷
毛
引
表
紙

(

二
三
・
六
×
一
六
・
○

糎)
。
外
題
、
浅
縹
色
雲
母
引
布
目
題
簽

｢

冬
照
雑
書｣

。
内
題
な

し
。
但
し
、
巻
頭
に

｢

三
輪
杉
巻
三｣

と
あ
り
、
途
中
に
二
箇
所

｢

三
輪
杉｣
と
あ
り
、
小
口
に
も

｢

三
輪
杉
考｣

と
あ
る
の
で
、

本
冊
は

｢

三
輪
杉｣
と
題
す
る
考
証
雑
筆
の
一
冊
か

(

三
輪
杉
に

関
す
る
考
証
で
は
な
い)
。
料
紙
、
楮
紙
、
左
右
双
辺

(

一
八
・

四
×
一
三
・
五
糎)

有
界
十
行
、
黒
口
単
黒
魚
尾
の
縹
界
印
刷
罫

紙
。
墨
付
、
六
十
二
丁
。
他
に
三
紙
ほ
ど
綴
じ
込
み
あ
り
。
本
冊

は
、
前
冊
同
様
の
抜
書
も
あ
る
が
、
考
証
類
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
諸
家
か
ら
の
質
問
へ
の
回
答
も
あ
る
。
例
え
ば
、

｢

姉
小
路
殿
御
内
人
田
島
縫
殿
守
人
と
い
ふ
人
よ
り
五
十
音
の
内

イ
ウ
エ
の
三
字
同
形
同
音
な
り
い
か
な
る
故
か
と
と
ひ
に
お
こ

せ
た
る
に
こ
た
ふ｣
｢

あ
る
人
の
歌
に
か
た
し
の
く
つ
て
鳥
と
よ

め
る
は
如
何
に
と
と
ふ
人
あ
り｣

｢

安
政
四
丁
巳
年
十
月
五
日
貞

□
文
作
を
以
て
乾
亭
公
御
尋｣

｢

貝
あ
ふ
ひ
の
事
安
政
六
年
四
月
平
戸

老
公�
御
尋
□

(

浦
カ)

山
純

尹
取
次｣
｢

年
賀

(

以
下
朱)

安
政
六
年
九
月
十
九
日
土
肥
団
平
へ
答
ふ｣

｢

今

様
の
事

錦
所
に
こ
た
ふ｣

｢

平
戸
老
公
よ
り
御
尋

□

(

浦
カ)

山
取
次｣

な
ど
と
あ
る
。

(

13)

本
文
共
紙
表
紙

(

二
○
・
○
×
一
二
・
六
糎)

。
外
題

｢

河
海
抄
五
十
音
分
目
案｣

。
内
題

｢

河
海
抄
目
案｣

と
し
、｢

橘

冬
照
撰｣

と
署
名
。
料
紙
、
薄
手
楮
紙

(

裏
打)

。
墨
付
、
三
十

丁
。『

河
海
抄』

に
よ
り
、
語
彙
注
釈
の
箇
所
の
丁
数
を
五
十
音

順
で
掲
出
し
た
も
の
。
小
紙
片
に
書
き
、
貼
付
す
る
。
巻
数
と
丁

数
を
示
す
が
、
底
本
は『

橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録』

に｢

九
七

旧
本
河
海
鈔

全
二
十
冊

右
、
一
・
二
・
三
・
四
・

八
・
十
六
の
六
冊
は
守
部
自
筆
の
筆
写
に
係
り
他
は
橘
冬
照
・
同

東
世
子
の
筆
な
り
。｣

と
掲
出
す
る
本

(

現
所
在
不
明)

で
あ
ろ

う
。

(

14)

本
文
共
紙
表
紙

(

二
三
・
二
×
一
六
・
五
糎)

。
外
題

｢

南
山
独
録
抄

合
十
五
巻
追
加｣

。
内
題

｢

南
山
巡
狩
録
抜
萃｣

。

料
紙
、
薄
手
楮
紙

(

裏
打)

。
墨
付
、
四
十
二
丁
。｢

冬
照
云｣

の

頭
書
一
箇
所
、｢

冬
照
案｣

(

藍)

の
付
箋
一
箇
所
あ
り
。
署
名
は

な
い
が
冬
照
の
抜
書
帳
で
あ
ろ
う
。

内
題
に
見
る
ご
と
く
、『

南
山
巡
狩
録』

(

十
五
巻
追
加
五
巻
、



― 323 ―

大
草
公
弼
著
、
写
本)

の
本
編
の
抜
粋
で
あ
る
。
冬
照
の
批
評
等

は
頭
書
、
付
箋
以
外
に
は
全
く
な
い
。

(

15)
仮
綴
。
本
文
共
紙
表
紙

(

二
四
・
○
×
一
六
・
五
糎)

。

外
題
、
子
持
枠
を
墨
書
し
、
上
下
に
界
で
分
け
、
上
に

｢

門
外
／

不
出｣

、
下
に

｢
詩
集

全｣

と
す
る
。
右
下
に

｢

橘
東
市｣

の

署
名
。
内
題
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
十
九
丁
。
末
尾
に
、

｢��｣
と
署
名
、
朱
印
三
顆
を
捺
す
。｢

橘｣
(

陽)
｢

□
□
之
印｣

｢

太
平
時
節
英
雄
嬾｣

(

以
上
陰)
。
さ
ら
に
、
裏
表
紙
に

｢�
蔭

生｣
｢�

陰
生｣

と
手
習
あ
り
。
本
文
に
朱
の
圏
点
あ
り
。
印
記
、

巻
頭
に

｢

椎
本
文
庫｣

。

表
紙
署
名
の

｢

橘
東
市｣

は
道
守
で
あ
る
が
、
巻
末
署
名

｢�
�｣
は
冬
照
で
あ
る
か
ら
、
冬
照
の
書
写
で
あ
る
。
本
書
は
江
戸

時
代
の
漢
詩
の
選
抄
で
、
巻
頭
は
徂
徠
、
以
下
茶
山
、
杏
坪
な
ど

が
見
え
る
。｢

二
松
学
舎
解
題｣

が
指
摘
す
る
冬
照
若
年
時
文
政

末
天
保
初
年
の
漢
籍
、
漢
文
抜
抄
の
一
で
あ
る
。

(

16)

淡
茶
色
表
紙

(

二
○
・
七
×
一
三
・
三
糎)

。
外
題
、
雲

母
引
銀
砂
子
散
題
簽

｢

□
代
の
古
道
草
稿
一｣

。｢

□
代
の
古
道｣

は
守
部
の
著
作

｢

千
代
の
古
道｣

を
示
す
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書

は
東
世
子
の
自
筆
詠
草
で
内
容
と
合
致
し
な
い
。
以
下
に
も
同
様

の
例
が
あ
る
の
で
、
表
紙
は
流
用
で
あ
ろ
う
。
内
題
な
し
。
料
紙
、

薄
手
楮
紙

(

裏
打)

、
四
周
単
辺

(

一
五
・
五
×
一
○
・
六
糎)

有
界
十
行
、
柱
に｢

池
菴｣

の
文
字
あ
る
茶
界
印
刷
罫
紙
。
墨
付
、

三
十
五
枚
綴
の
四
箇
所
計
十
六
丁

(

五
、
七
、
三
、
一
丁)

に
書

入
れ
る
。
見
返
し
に

｢

と
せ
子｣

の
墨
署
名
、
別
に
、｢

短
冊
に

か
き
て
他
し
人
に
み
す
る
う
た
に
は
上
に
○
印
を
つ
け
お
き
ぬ｣

(

朱)

の
書
入
れ
。
巻
頭
に

｢

安
政
四
巳
年｣

と
あ
る
。

初
め
の
二
箇
所
は
朱
の
添
削
、
評
言
あ
り
。
冬
照
に
よ
る
か
。

三
箇
所
目
は

｢

噫
漢
学
者
僻
作
歌｣

｢

冬
照
千
秋
の
歌
合
の
為
に

か
け
る
詞｣

(

千
秋
は
松
田
千
秋
か)

か
ら
成
る
。
い
ず
れ
も
冬

照
作
と
認
め
ら
れ
る
が
、
筆
跡
は
東
世
子
、
冬
照
い
ず
れ
か
不
明
。

最
後
は

｢

長
鳴
鳥
は
に
は
と
り
の
事｣

以
下
三
行

(

朱
書)

。
こ

れ
も
東
世
子
、
冬
照
い
ず
れ
の
筆
跡
か
不
明
。

(
17)
縹
色
表
紙

(

二
○
・
八
×
一
三
・
三
糎)

。
外
題
、
墨
流

し
題
簽

｢
な
ら
の
お
ち
葉

一｣

。
内
題
な
し
。
料
紙
、
薄
手
楮
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紙
(

裏
打)

。
墨
付
、
三
十
二
丁
。

外
題
に

｢

な
ら
の
お
ち
葉｣

と
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
表
紙
の
流

用
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
た
し
か
に
書
名
と
も
言
い
難

い
。
巻
頭
に

｢
東
世
子
哥｣

と
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
題
詠
で
、
年
代

も
不
明
。
わ
ず
か
に｢
明
治
三
編
入｣

の
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

明
治
期
の
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
の
み
。
な
お
、｢

明
治
三
編
入｣

と
は
東
世
子
編
の

『

明
治
歌
集』
第
三
編

(

明
治
十
二
年
刊)

に

入
集
の
意
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
入
集
が
確
認
さ
れ
な
い
歌
も
あ

り
、
断
定
で
き
な
い
。
朱
の
添
削
、
評
言
が
あ
る
。
何
人
か
不
明
。

(

18)

桜
牡
丹
紅
葉
等
文
様
多
色
刷
表
紙(
二
二
・
七
×
一
七
・

四
糎)

。
外
題
、
題
簽

｢

詠
草

四
季
之
部

(

恋
雑)｣

。
内
題
な
し
。
料

紙
、
薄
手
楮
紙

(

裏
打)

。
墨
付
、
各
八
十
五
丁
、
百
四
十
七
丁

(

終
丁
裏
見
返
し
貼
付)

。
付
箋
、
挟
み
込
み
の
紙
片
あ
り
。
各
冊

見
返
し
に

｢

と
せ
子｣

と
署
名
。

部
類
さ
れ
た
東
世
子
の
家
集
で
あ
る
が
、
至
る
所
朱
墨
の
推
敲

書
入
れ
が
あ
り

(

前
書
と
異
な
り
、
添
削
で
は
な
い)

、
精
選
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
幕
末
よ
り
明
治
一
け
た
の
年
号
が
見
え
る

(

一
部
後
年
の
書
入
れ
あ
り)

。
長
歌
も
多
い
。
恋
雑
冊
の
末
尾
近

く
に

｢

富
貴
門

(

マ
マ)

答
歌｣

と
題
す
る
長
歌
が
あ
り
、｢

右
父
守
部
翁

の
歌｣

と
す
る
。

本
書
は

『

椎
の
こ
や
で』

(

明
治
二
年
序
刊)

に
収
め
ら
れ
る

｢

東
世
子
家
集｣

と
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
歌
頭
に
朱
圏

点
を
付
さ
れ
る
の
は
、｢

東
世
子
家
集｣

入
集
の
た
め
の
印
で
あ

る
。

(

19)

淡
茶
色
地
松
喰
鶴
文
様
雲
母
引
表
紙

(

二
三
・
七
×
一

六
・
七
糎)

。
こ
れ
は

『

稜
威
言
別』

初
印
初
装
本

(

本
文
庫
蔵

９
１
１
―
ト
９
５)

と
同
一
表
紙
で
あ
る
。
外
題
、
打
曇
題
簽

｢

藻
塩
草

さ
う
の
歌｣

、
そ
の
下
に

｢

東
世
子｣

と
署
名
。
内
題
な

し
。
料
紙
、
薄
手
楮
紙

(

裏
打)

。
墨
付
、
八
十
三
丁

(

終
丁
裏

見
返
し
貼
付)

。
挟
み
込
み
の
紙
片
あ
り
。｢

さ
う
の
歌｣

と
あ
る

が
、
巻
頭
に

｢

春
部｣

と
あ
り
、
以
下
雑
然
た
る
詠
草
で
あ
る
。

詠
作
時
期
は
ほ
ぼ
前
書
に
継
ぎ
、
明
治
一
け
た
も
あ
る
が
、
概
し

て
十
年
代
が
多
い
。｢

空
穂
物
語
巻
次
第｣

の
よ
う
な
覚
書
も
含

ま
れ
る
。
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(

20)

浅
縹
色
表
紙

(

二
三
・
五
×
一
五
・
五
糎)

。
外
題
墨
流

し
題
簽

｢

磯
の
藻
く
つ｣

。
そ
の
下
に

｢

港｣
｢

渚｣

二
字
が
あ
る

が
、
戯
書
で
あ
ろ
う
。
内
題
な
し
。
料
紙
、
薄
手
楮
紙

(

裏
打)

。

三
種
あ
り
、
一
は
左
右
双
辺

(

一
八
・
四
×
一
三
・
五
糎)

有
界

十
行
、
黒
口
単
黒
魚
尾
の
縹
界
印
刷
罫
紙
、
一
は
左
右
双
辺

(

一

七
・
六
×
一
一
・
九
糎)
有
界
十
行
、
白
口
単
黒
魚
尾
の
縹
界
印

刷
罫
紙
、
一
は
四
周
双
辺

(
一
七
・
三
×
一
二
・
三
糎)

有
界
十

行
、
縹
界
印
刷
罫
紙
。
墨
付
、
六
十
九
丁
。
挟
み
込
み
の
紙
片
あ

り
。
朱
の
添
削
あ
る
も
、
何
人
か
不
明
。
印
記
、｢

椎
本
文
庫｣

。

幕
末
よ
り
明
治
初
の
詠
草
及
び
雑
記
。
巻
頭
に

｢

藤
庵
記

守

部
翁
う
た｣

と
す
る
文
を
置
き
、｢

慶
応
三
年
六
月
平
戸
奥
歌
合

廿
一
番

判
と
せ
子｣

な
ど
も
あ
り
、
平
戸
藩
に
関
わ
る
も
の
が

多
い
。｢

二
松
学
舎
解
題｣

36
に
東
世
子
の
家
集

｢

い
そ
の
も
く

ず

(

マ
マ)｣

写
本
一
冊
が
見
え
、
嘉
永
六
年(

一
八
五
三)

写
と
す
る
が
、

本
書
と
の
関
係
未
詳
。

な
お
、『

橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録』

八
三�
に

｢

磯
の
藻
屑

守
部
自
筆

一
冊

守
部
翁
の
詠
草
を
集
め
て
、
冬

照
が

｢

磯
の
藻
屑｣

と
命
名
し
た
も
の
。
内
容
は
、｢

批
判
詠
草｣

と
題
せ
る
も
の
の
第
二
・
第
四
・
第
八
等
で
あ
る
。｣

と
見
え
る

も
の
と
は
別
書
で
あ
る
。

(

21)

浅
縹
色
表
紙

(

二
二
・
二
×
一
四
・
八
糎)

。
外
題

｢

萬

葉
檜
柧
釈
語
例
一｣

と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
表
紙
は
流
用
で
あ
ろ

う
。
内
題
な
し
。
但
し
、
見
返
し
に

｢

万
葉
檜
柧
釈
語
例｣

と
書

く
。
料
紙
、
薄
手
楮
紙

(

裏
打)

、
四
周
双
辺

(

一
七
・
○
×
一

一
・
八
糎)

有
界
十
行
、
白
口
単
黒
魚
尾
の
縹
界
印
刷
罫
紙
。
墨

付
、
四
十
三
丁

(

終
丁
裏
見
返
し
貼
付)

。
挟
み
込
み
の
紙
片
あ

り
。
署
名
は
な
い
が
、
東
世
子
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
。
本
書
詠
草

に
は
朱
の
添
削
あ
る
も
、
誰
人
か
不
明
。
一
部
雑
記
を
交
え
る
。

年
代
不
詳
。

(

22)

仮
綴
。
本
文
共
紙
表
紙

(

二
六
・
六
×
一
七
・
七
糎)

。

外
題

｢

江
嶌
日
記｣

。
内
題

｢

江
嶋
記｣

。
料
紙
、
薄
手
楮
紙

(

裏

打)
。
墨
付
、
十
四
丁
。

明
治
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
三
日
に
か
け
て
東
世
子
が

並
木
信
明
と
と
も
に
横
浜
、
鎌
倉
を
経
て
江
ノ
島
へ
旅
し
た
紀
行
。
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並
木
信
明
は
東
世
子
編

『

明
治
歌
集』

の
作
者
で
、
初
編

(

明
治

九
年
刊)

｢

明
治
歌
集
作
者
姓
名｣

に

｢

同
上

(

信
濃
国
佐
久
郡

野
沢
村)
字
茂

同

(

並
木)

信
明｣

と
見
え
る
。
ま
た
、『

橘

道
守
家
集』
上
の
巻(

一
七
二
頁)

に
道
守
に
よ
る
弔
歌
が
あ
る
。

巻
頭

｢

年
の
号
を
明
治
て
う
六
と
せ
三
月
の
末
つ
か
た
信
濃
な

る
並
木
信
明
ぬ
し
は
ろ�
と
と
は
せ
給
ふ
は
夢
か
現
か
た
と
へ

か
た
な
し
、
手
ま
ね
く
玉
章
の
行
か
ひ
の
み
な
れ
は
け
ふ
う
ひ
に

ま
み
え
な
か
ら
な
め
け
さ
も
わ
す
れ
て
心
の
限
り
物
か
た
り
す
、

旅
の
日
数
も
大
か
た
に
定
め
た
れ
は
つ
と
め
て
横
浜
か
け
て
江
の

嶋
へ
と
心
さ
し
つ｣

(

23)

仮
綴
。
本
文
共
紙
表
紙

(

二
三
・
九
×
一
八
・
○
糎)

。

外
題

｢

凉
の
記｣

。
内
題
な
し
。
料
紙
、
薄
手
楮
紙

(
裏
打)
。
墨

付
、
六
丁
。

と
せ
子
、
ま
さ
子
、
た
か
子
、
道
平
、
久
和

(

と
せ
子
以
外
伝

未
詳)

五
人
に
よ
る
納
涼
と
歌
会
。
年
代
不
詳
。

巻
頭

｢

一
夜
す
ゝ
み
か
て
ら
。
よ
り
ゐ
て
く
れ
か
れ
と
。
物
か

た
り
す
る
序
に
。
此
比
の
あ
つ
さ
に
は
。
い
か
に
し
て
よ
け
ん
。

を
ふ
ね
う
か
へ
て
。
す
ゝ
み
と
ら
ん
ほ
か
は
。
あ
ら
し
な
と
ひ
と

り
こ
つ
人
あ
る
に
。
け
に
よ
け
む
と
て
。
道
平
ぬ
し
久
和
な
と
。

す
ゝ
み
い
て
ゝ
。
そ
ゝ
の
か
す
に
ま
か
せ
て
。
似
け
な
き
わ
さ
な

か
ら
。
あ
す
こ
そ
は
よ
け
れ
と
。
あ
る
し
の
君
も
い
ふ
に
ま
か
せ

て
。
さ
ら
は
と
て
お
も
ひ
お
き
て
つ
る
は
。
文
月
の
中
の
い
つ
か

の
夜
に
な
ん
。｣

(

24)

淡
茶
色
地
松
喰
鶴
文
様
雲
母
引
表
紙

(

二
三
・
一
×
一

五
・
六
糎)

。
こ
れ
は

(

18)

の

『

藻
塩
草』

と
同
一
の
表
紙
で

あ
る
。
外
題
、
朱
色
題
簽
を
貼
付
す
る
が
、
空
白
の
ま
ま
。
内
題

｢

道
守
家
集｣

。
料
紙
、
楮
紙
、
左
右
双
辺

(

一
七
・
八
×
一
二
・

三
糎)

有
界
十
行
、
白
口
単
黒
魚
尾
の
印
刷
罫
紙
。
墨
付
、
四
十

九
丁
。
朱
墨
の
推
敲
、
点
、
及
び
朱
合
点
あ
り
。

巻
首
に

｢

明
治
十
年
十
月｣

と
あ
る
が
、
大
半
は
明
治
十
九
年

よ
り
二
十
二
年
の
詠
草
で
あ
る
。
推
敲
著
し
い
未
定
稿
。

道
守
に
は
そ
の
没
後
、
明
治
三
十
七
年

(

一
九
○
四)

に
妻
濤

子
の
歌
文
と
併
せ
た

『

橘
道
守
家
集』

二
冊

(

以
下

｢

家
集｣

と

す
る)

が
版
行
さ
れ
て
い
る
。
本
書
が
詠
作
す
る
に
従
っ
て
書
入



― 327 ―

れ
た
草
稿
で
あ
る
の
に
対
し
、｢

家
集｣

は
上
の
巻
は
短
歌
之
部

で
、
四
季
、
恋
、
雑
、
下
の
巻
は
長
歌
部
、
文
章
之
部
と
部
類
さ

れ
て
い
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
本
書
に
朱
の
合
点
も
し
く
は

歌
頭
に
墨
点
と
朱
圏
点
が
記
さ
れ
て
い
る
短
歌
が

｢

家
集｣

上
の

巻
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
材
料
は
本
書
の
み
で
は

な
い
が
、
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
そ
の
他
か
ら
精
選
、

部
類
し
た
家
集
が
あ
り
、｢
家
集｣

は
そ
れ
に
依
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

な
お
、｢

二
松
学
舎
解
題｣

に
は
橘
道
守
詠
草
、
道
守
家
集
な

ど
が
見
え
る
。

(

25)

浅
縹
色
絹
表
紙

(

二
三
・
五
×
一
五
・
九
糎)
。
外
題
、

金
砂
子
散
打
曇
題
簽

｢

椎
廼
小
枝
長
歌
文
辞｣

。
見
返
し
、
金
銀
切
箔

散
。
内
題

｢

椎
の
小
枝｣

。
料
紙
、
薄
様
、
四
周
単
辺

(

一
七
・

九
×
一
二
・
四
糎)

有
界
十
行
の
緑
界
印
刷
罫
紙
。
墨
付
、
二
十

丁
。
中
途
、
巻
末
に
白
紙
の
ま
ま
の
丁
あ
り
。

巻
頭
に
道
守
の
序
が
あ
る
。

こ
の
一
巻
は
と
し
こ
ろ
よ
み
出
た
る
長
歌
ま
た
物
の
は
し
に

か
い
し
る
し
た
る
文
詞
を
た
ゝ
に
か
い
や
ら
ん
も
あ
た
ら
し

け
れ
は
見
出
る
を
り�
か
い
し
る
し
お
く
に
な
む
さ
て
筆

と
り
そ
め
し
は
明
治
三
十
年
四
月
の
は
し
め
つ
か
た
軒
端
の

花
さ
か
り
な
る
あ
し
た
也

椎
本
の
あ
る
し

橘
道
守

本
書
は
道
守
の
常
の
筆
跡
と
は
異
な
り
、
自
筆
と
は
認
め
が
た

い
。
ま
た
、
訂
正
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
別
人
に
よ
る
清

書
本
か
。

本
書
は
新
年
、
春
、
夏
の
長
歌
、
文
章
部
と
し
て

｢

和
歌
百
首
百
夜

草
序｣

一
篇
を
収
め
る
。
長
歌
に
つ
い
て
は

｢

家
集｣

下
の
巻
の

該
当
部
分
と
順
序
を
異
に
す
る
も
大
幅
に
一
致
す
る

(｢

家
集｣

に
は
続
い
て
秋
歌
、
冬
歌
、
恋
歌
、
雑
歌
が
あ
る)

。
ま
た
、｢

和
歌
百
首
百
夜
草
序｣

は
同
じ
く
文
章
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書

は
直
接

｢

家
集｣

の
資
料
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る

が
、
関
連
が
認
め
ら
れ
る
。

(
26)

後
補
渋
引
表
紙

(

二
七
・
三
×
一
九
・
四
糎)

の
下
に

本
文
共
紙
元
表
紙
あ
り
。
外
題
、
後
補
表
紙
に
題
簽
を
貼
る
も
白

紙
の
ま
ま
、
元
表
紙
に
打
付
書

｢

江
之
島

鎌

倉

記

(

マ
マ)

行
／
一
名
忍
艸｣

、
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左
下
に｢

橘
道
守
稿｣

。
内
題
な
し
。
料
紙
、
薄
手
楮
紙(

裏
打)

。

墨
付
、
九
丁

(

除
元
表
紙)

。
印
記
、
巻
頭
に

｢

椎
本
文
庫｣

。
明

治
五
年
二
月
十
日
よ
り
十
五
日
に
か
け
て
道
守
が
実
父
吉
田
錦
所

等
と
江
之
島
鎌
倉
へ
旅
し
た
紀
行
文
で
あ
る
。
末
尾
に

｢

い
と
つ

き
な
き
筆
に
は
し
る
す
も
お
ふ
け
な
け
れ
と
後
の
今
を
昔
に
な
し

て
忍
ふ
か
す
に
も
と
か
つ�
か
き
し
る
す
に
な
ん
や
か
て
巻
の

名
を
し
の
ふ
草
と
そ
お
ふ
せ
お
き
つ
橘
道
守
し
る
す｣

。

巻
頭

｢

現
身
の
よ
の
中
に
こ
ゝ
ろ
行
も
の
は
海
山
の
け
は
ひ
に

し
く
も
の
そ
な
き
都
あ
た
り
は
い
つ
く
か
よ
き
と
か
な
た
こ
な
た

を
お
も
ひ
め
く
ら
す
に
江
島
鎌
倉
の
あ
た
り
そ
よ
か
る
へ
き
と
父

は
ら
か
ら
二
人
み
た
り
か
た
ら
ひ
て
明
治
五
年
二
月
十
日
の
日
亀

井
戸
あ
た
り
の
よ
も
き
か
門
を
立
い
て
ぬ
折
し
も
春
雨
ふ
り
そ
ゝ

き
何
く
れ
と
よ
そ
ひ
す
る
間
に
う
ま
の
か
ね
う
つ
こ
ろ
に
近
つ
き

ぬ
れ
は
い
そ
き
ぬ

春
雨
の
ふ
り
す
て
に
く
き
わ
か
か
と
を
ぬ
れ

�
出
る
春
の
旅
人｣

(

27)

仮
綴
。
本
文
共
紙
表
紙

(

二
三
・
三
×
一
六
・
五
糎)

。

外
題

｢

詠
草｣

、
左
下
に

｢

橘
濤
子｣

と
署
名
。
内
題
な
し
。
料

紙
、
楮
紙
、
毎
半
葉
四
首
書
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
短
冊
状
の
緑
界

を
印
刷
し
た
罫
紙
。
墨
付
、
七
十
丁
。
一
部
に
雑
記
を
含
む
。
ま

た
、
両
見
返
し
、
裏
表
紙
に
も
雑
記
の
書
入
あ
り
。
朱
の
添
削
、

合
点
あ
り
。
濤
子
は
道
守
の
妻
。
ほ
と
ん
ど
題
詠
の
た
め
、
詠
作

年
代
不
詳
。

(

28)

淡
紫
地
に
桜
花
枝
文
様
表
紙

(

二
三
・
五
×
一
六
・
一

糎)

。
外
題
、
打
曇
題
簽

｢

濤
子
詠
草

第
三｣

。
見
返
し
、
表
紙

に
同
じ
。
内
題
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
、
茅
を
あ
し
ら
っ
た
無
界
の

緑
匡
郭
を
有
す
る
印
刷
罫
紙
。
三
十
三
丁
。
後
半
は
白
紙
の
ま
ま
。

年
代
不
詳
。

以
上
二
書
と
も『

橘
道
守
家
集』

に
付
載
す
る｢

橘
濤
子
家
集｣

と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

｢

二
松
学
舎
解
題｣

44
に

｢

濤
子
詠
草｣

写
本
一
冊
、
明
治
二

十
九
年
写
が
あ
る
。

(
29)

浅
緑
色
地
流
水
桜
花
紅
葉
文
様
表
紙

(

二
三
・
六
×
一

六
・
五
糎)

。
外
題｢

橘
守
枝
詠
艸

第
二
集｣

。
内
題
な
し
。
料
紙
、

(

27)

濤
子
詠
草
と
同
じ
緑
界
印
刷
罫
紙
。
墨
付
、
五
十
丁
。
後
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半
は
未
記
入
の
ま
ま
。
ま
ま
歌
頭
に
朱
墨
の
圏
点
あ
り
。

巻
頭
に

｢

明
治
二
十
八
年
一
月｣

と
あ
り
、
明
治
三
十
年
に
及

ぶ
。
橘
守
枝
は

｢

二
松
学
舎
解
題｣

の
橘
家
家
系
図
に
は
見
え
な

い
が
、『

橘
道
守
家
集』

上
の
巻

(

一
七
四
頁)

に

｢

明
治
三
十

年
四
月
廿
一
日
守
枝
の
み
ま
か
り
け
る
時

老
の
坂
こ
え
行
を
り

に
杖
と
し
も
た
の
む
我
子
に
さ
き
た
ゝ
れ
け
り｣

と
あ
る
の
で
、

道
守
の
子

(

娘
と
思
わ
れ
る)
で
明
治
三
十
年

(

一
八
九
七)

に

没
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。｢

明
十
入｣
と
書
入
れ
る
歌
が
あ
る
の

は

『

明
治
歌
集』

十
編
を
さ
す
か
。
但
し
、
十
編
が
刊
行
さ
れ
た

か
否
か
は
不
明
。

(

30)

折
帖
。
香
色
地
芒
文
様
雲
母
引
表
紙

(
一
九
・
三
×
一

○
・
五
糎)

。
外
題

｢

詠
草｣

、
右
上
に

｢

済｣

の
墨
書
あ
り
。
内

題
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
十
九
折
。
朱
の
合
点
、
添
削
、

評
言
あ
り
。
筆
跡
は
東
世
子
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
誰

人
の
詠
草
か
不
明
。
評
点
者
も
不
明
。

(

31)

茶
色
表
紙

(

一
七
・
八
×
一
二
・
六
糎)

。
外
題
、
内
題

な
し
。
見
返
し
、
紅
色
紙
。
料
紙
、
薄
様
、
四
周
双
辺

(

一
四
・

四
×
九
・
四
糎)

、
上
下
に
欄
を
分
か
ち
、
上
欄
は
無
界
、
界
高
、

二
・
六
糎
、
下
欄
は
有
界
十
行
の
白
口
単
黒
魚
尾
の
紅
界
印
刷
罫

紙
。
匡
郭
外
に

｢

藤
井
版｣

と
印
刷
。
墨
付
、
五
十
八
丁
。
中
途

に
白
紙
の
丁
が
多
い
。

明
治
二
十
五
年
よ
り
三
十
四
年
ま
で
の
詠
草
。
詞
書
は
人
事
に

及
ぶ
が
誰
人
か
不
明
。
男
性
と
考
え
ら
れ
る
が
、
道
守
で
は
な
い
。

広
島
か
ら
大
阪
に
転
居
す
る
な
ど
、
関
西
在
住
。
一
括
購
入
し
た

中
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
橘
家
類
縁
の
人
の
も
の
か
否
か
も
不
明
。

付
、
天
理
図
書
館
蔵
橘
守
部
関
係
資
料
一
覧

以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
本
文
庫
と
な
ら
ん
で
多
数
の
守
部
自
筆
稿
本
を

所
蔵
す
る
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
守
部
関
係
書
一
覧
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は

『

天
理
図
書
館
稀
書
目
録
第
一
〜
第
三』

(

昭
和
十
五
、
二
十
六
、

三
十
五
年
刊)

に
解
題
が
あ
り
、
平
澤
五
郎
氏

｢

橘
守
部
撰
述
諸
稿
本
と

そ
の
成
立
に
就
い
て
一�
〜
三�｣

(｢

斯
道
文
庫
論
集｣

第
十
七
、
十
九
、
二
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十
輯
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
、
五
十
八
年
三
月
、
五
十
九
年
三
月
、
以
下

平
澤
解
題
と
す
る)

に
も
内
容
に
亘
る
解
題
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
天
理
図
書
館
で
は
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
を

｢

橘
守
部

稿
本
集｣

(

函
架
番
号
○
八
一
―
イ
三)

の
名
称
の
下
に
一
括
し
て
叢
書

扱
い
し
て
お
り
、
稀
書
目
録
に
は
出
納
の
際
の
小
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
平
澤
解
題
に
は
函
架
番
号
が
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
点
に
鑑
み
、
天
理
図
書
館
の｢

橘
守
部
稿
本
集｣

の
細
目
を
示
し
、

さ
ら
に
平
澤
解
題
と
の
対
照
表
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
他
、
天
理

図
書
館
所
蔵
の
主
要
な
守
部
関
係
書
を
併
せ
て
掲
げ
た
。
こ
こ
で
末
尾
に

｢

一
九
―
七
三｣

と
あ
る
の
は
、
該
書
の
解
題
が
平
澤
解
題
に
お
い
て

｢

斯
道
文
庫
論
集｣

第
十
九
輯
七
十
三
頁
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。な

お
、｢

橘
守
部
稿
本
集｣

の
186
以
下
は
、
近
年
整
理
さ
れ
た
も
の
で
、

稀
書
目
録
に
は
登
載
さ
れ
ず
、
平
澤
解
題
に
も
未
記
載
で
あ
る
。

橘
守
部
稿
本
集

(

○
八
一
―
イ
三)

１
〜
８

稜
威
道
別

八
巻

八
冊

一
九
―
七
三

９

[

稜
威
道
別
異
本]

一
冊

一
九
―
一
二
九

10

神
代
直
語

三
巻

一
冊

二
○
―
一
七
六

11
〜
12

神
代
直
語

二
巻

二
冊

二
○
―
一
八
二

13
〜
15

稜
威
言
別
紀
記
歌
解
草
稿

三
巻

三
冊

一
七
―
二
二

16
〜
21

万
葉
集
檜
嬬
手

六
巻

六
冊

一
七
―
一
二
四

22

万
葉
集
檜
嬬
手
別
記

一
冊

一
七
―
一
二
六

23
〜
25

神
異
例

三
巻

三
冊

二
○
―
一
六
六

26
〜
30

稜
威
雄
誥

五
巻

五
冊

二
○
―
一
三
六

31

神
楽
歌
入
文

存
巻
二

一
冊

一
七
―
二
九
八

32

催
馬
楽
入
綾

存
巻
四

一
冊

一
七
―
三
○
○

33
〜
54

[

俗
語
考
草
稿
本]

二
二
冊

二
○
―
二
二
五

55
〜
67

[

俗
語
考
浄
書
本]

一
三
冊

二
○
―
二
一
六

68
〜
79

[

雅
言
考
草
稿
本]

一
二
冊

二
○
―
二
三
三

80
〜
135

類
語
品
彙

五
六
冊

二
○
―
二
四
八

136
〜
140

古
事
記
伝
考
異

五
巻

五
冊

一
九
―
一
八
七

141

古
事
記
伝
考
異

存
巻
一

一
冊

一
九
―
一
八
二

142
〜
144

記
伝
慨
言

三
巻

三
冊

一
九
―
一
八
一
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145
〜
148

記
伝
慨
言

四
巻

四
冊

一
九
―
一
七
五

149
〜
154

勝
地
徒
跣

七
巻

六
冊

二
○
―
二
五
九

155

三
大
道
弁

(

草
稿
本)

一
冊

二
○
―
一
一
四

156

三
大
道
弁

(
終
稿
本)

一
冊

二
○
―
一
一
四

157

神
代
巻
古
今
顕
要
鈔

一
冊

二
○
―
二
八
八

158

[

神
代
紀
心
覚]

一
冊

一
九
―
一
五
一

159

[

神
代
紀
索
引]

一
冊

一
九
―
一
五
二

160

[

古
事
記
夜
都
米
佐
須
の
歌
の
弁]

一
冊

二
○
―
二
八
六

161

[

菊
之
名
之
考]
一
冊

二
○
―
二
八
五

162

上
古
の
髪
の
考

一
冊

二
○
―
二
八
三

163

古
代
の
髪
の
考

一
冊

二
○
―
二
八
○

164

[

続
難
語
考
残
簡]

一
冊

二
○
―
二
○
九

165

神
蹟
考

一
冊

二
○
―
一
七
三

166

花�令�
一
冊

二
○
―
二
八
七

167
〜
168

[

古
今
和
歌
集
註]

二
巻

二
冊

一
七
―
三
○
七

169

当
用
新
撰
往
来

一
帖

170

三
十
六
歌
仙
歌

一
帖

171
〜
175

蒙
古
諸
軍
記
弁
疑

五
巻

五
冊

一
七
―
三
四
六

176

長
歌
撰
格
稿
本

存
巻
上

一
冊

一
七
―
一
四
八

177

待
問
雑
記

二
巻

一
冊

一
七
―
三
六
七

178

て
に
を
は
わ
ら
は
の
さ
と
し

一
冊

二
○
―
二
七
○

179

讃
大
江
戸
歌
並
短
歌

一
冊

一
七
―
四
○
一

180

催
馬
楽

[

注]

一
冊

一
七
―
三
○
二

181

神
楽
歌

一
冊

一
七
―
三
○
二

182
〜
185

稜
威
道
別

存
巻
六
―
九

四
冊

一
九
―
九
五

186

万
葉
集
秀
歌

一
帖

187

歌
論
諸
抄
抜
粋

一
冊

188

諸
家
文
章
抜
粋

一
冊

189

暗
書
三

一
冊

190

机
上
雑
載

三
冊

191
[

雑
載]

一
冊

長
歌
撰
格

二
巻

二
冊���、�―
イ���
一
七
―
一
五
一

湖
月
鈔
別
記

二
巻

二
冊���、��―
イ���
一
七
―
三
二
八
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[
湖
月
鈔
別
記
残
稿]

一
冊���、��―
イ���
一
七
―
三
三
三

稜
威
雄
誥

五
巻

二
冊���、�―��

旧
事
紀
直
日
大
牟
禰

一
冊���、�―���
一
九
―
一
五
八

難
古
事
記
伝

五
巻

二
冊���、�―���
一
九
―
一
七
○

短
歌
撰
格

存
巻
上

一
冊���、�―���
一
七
―
一
七
一

百
人
一
首
越
家
裹

二
巻

二
冊���、�―���
一
七
―
三
三
九

神
楽
催
馬
楽
入
文

一
冊���、��―��

伊
勢
物
語
箋

二
巻

一
冊���、��―��
一
七
―
三
二
四

箱
根
日
記

三
巻

一
冊���、�―���


